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９
月
１
日
～
10
日
は
「
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
」

　

店
舗
や
事
業
所
等
に
表
示
・

案
内
看
板
、
立
看
板
、
の
ぼ
り

旗
等
を
設
置
す
る
場
合
は
、
事

前
の
許
可
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
近
年
、
看
板
の
一
部
が
落
下

し
、
歩
行
者
を
負
傷
さ
せ
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
広
告
物

の
安
全
性
を
確
保
し
、
危
険
な

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
適
正
な
管

理
と
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
、
広
告
物
の
更
新
又
は
変

更
の
許
可
申
請
時
に
提
出
す
る

書
類
が
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
合
先
ま
で
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
２

市
内
の
一
部
コ
ン
ビ
ニ
へ
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
応
急
救
護
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
、
市
内
の
一

部
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
で
、
24
時
間
い
つ
で

も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
緊
急
時
の
た
め
に
場
所
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

場
所　

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栃
木
平
井

町
店
（
平
井
町
１
０
９
‐
３
）

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栃
木
大
森

町
店
（
大
森
町
４
３
４
‐
13
）

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栃
木
泉
川

町
店
（
泉
川
町
２
５
０
‐
３
）

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栃
木
大
塚

町
店
（
大
塚
町
５
２
１
‐
５
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
栃
木
沼

和
田
店
（
沼
和
田
町
43
‐
18
）

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
大
平
西
野

田
店
（
大
平
町
新
１
０
２
０
）

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
藤
岡
町
藤
岡

店（
藤
岡
町
藤
岡
１
９
３
７
‐
１
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
栃
木
大
橋

店
（
都
賀
町
大
橋
２
３
２
‐
１
）

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
西
方
バ
イ

パ
ス
店（
西
方
町
本
城
57
‐
３
）　

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
岩
舟
静
和

店（
岩
舟
町
静
和
３
１
６
‐
２
）

以
上
10
店
舗

※
コ
ン
ビ
ニ
従
業
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
持
っ
て
、
現
場
ま
で
駆
け
つ

け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問 
健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
１

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」　

下
水
道
利
用
の
お
願
い

　
９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」　

で
す
。
よ
り
衛
生
的
で
快
適
な

生
活
や
、
河
川
等
の
水
環
境
の

保
全
の
た
め
に
、
公
共
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
が
使
え
る
区

域
に
お
住
ま
い
の
方
に
、
速
や

か
な
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。接
続
工
事
は
、

市
に
登
録
さ
れ
た
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
へ
ご
依
頼
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
で
は
接
続
工
事
に

要
す
る
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

（
利
子
補
給
）
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

※
公
共
下
水
道
及
び
、
西
方
地

域
で
農
業
集
落
排
水
を
ご
利
用

で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
世

帯
、
ま
た
は
大
平
地
域
・
藤
岡

地
域
で
農
業
集
落
排
水
を
使
用

し
て
い
る
世
帯
は
、
使
用
人
数

に
よ
り
使
用
料
が
変
わ
り
ま

す
。
使
用
人
数
が
変
更
に
な
っ

た
と
き
は
、
企
業
経
営
課
料
金

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

問 

下
水
道
の
料
金
に
つ
い
て

は
…

企
業
経
営
課　
☎

（25）
２
１
０
４

下
水
道
の
接
続
に
つ
い
て
は

･･･下
水
道
建
設
課
☎

（21）
２
２
９
０

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は

建
築
物
防
災
週
間

　
建
築
物
の
維
持
保
全
を
適
正

に
実
施
す
る
こ
と
は
、
思
わ
ぬ

事
故
を
防
ぎ
、
地
震
や
火
災
等

の
災
害
時
の
被
害
を
軽
減
し
、

建
築
物
の
寿
命
を
長
持
ち
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
建
築
物
等
の
安
全
確

認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

火
事
の
時
、
安
全
に
避
難
で
き

ま
す
か
？

廊
下
、
階
段
、
バ
ル
コ
ニ
ー

等
に
物
を
置
い
た
り
、
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
や
防
火
戸
の

ま
わ
り
に
物
を
置
い
た
り
す
る

と
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に

防
火
戸
が
閉
ま
ら
な
か
っ
た

り
、
避
難
が
出
来
な
く
な
る
な

ど
、
被
害
を
大
き
く
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

建
物
の
外
壁
は
安
全
で
す
か
？

外
壁
は
、
年
数
が
経
過
す
る
と

劣
化
し
、
ひ
び
割
れ
や
腐
食
等

が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
す
る
と
外
壁
材
の
落
下
に
よ

り
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
し
、
社

会
的
な
責
任
も
問
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
点
検

し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き

は
早
急
に
補
修
・
改
修
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

建
築
設
備
は
安
全
で
す
か
？

換
気
設
備
、
排
煙
設
備
、
非
常

用
照
明
、
給
排
水
設
備
等
の
事

故
防
止
の
た
め
、
日
頃
の
点
検

と
定
期
的
な
検
査
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
等
の
昇
降
機
は
安
全
で
す

か
？

昇
降
機
等
の
日
常
の
維
持
保
全

を
怠
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
な
ど
の

思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
日
常
の
点
検
と

定
期
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

※
市
で
は
昭
和
56
年
５
月
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
等
に
対
す

る
助
成
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

問 

建
築
課　
☎

（21）
２
４
４
１

令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
実
績
報
告

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
一
環
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
大
宮
町
第
四
自
治

会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

屋
外
用
テ
ン
ト
等
の
整
備

大
宮
町
第
四
自
治
会
で
は
、
地

域
の
交
流
事
業
で
使
用
す
る
屋

外
用
テ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
等
を

整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
備

品
の
整
備
に
よ
り
、
よ
り
一
層

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活

発
化
し
、
地
域
住
民
間
の
つ
な

が
り
の
強
化
や
地
域
活
動
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課
☎ 

（21）
２
４
８
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
11
月
10
日
（
日
）

試
験
場
所　
栃
木
工
業
高
等
学

校
（
岩
出
町
）

受
験
資
格　
甲
種
（
資
格
が
必

要
）

乙
種・丙
種
（
資
格
必
要
な
し
）

試
験
手
数
料

甲
種　
６
，
５
０
０
円

乙
種　
４
，
５
０
０
円

丙
種　
３
，
６
０
０
円

申
請
期
間

電
子
申
請　

９
月
６
日
（
金
）

～
17
日
（
火
）

書
面
申
請　

９
月
９
日
（
月
）

～
20
日
（
金
）

問 （
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

☎
０
２
８-

６
２
４-

１
０
２
２

市
消
防
本
部
予
防
課　

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

地
域
福
祉
基
金
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山や
ま
だ田　
か
か
し　
様

　
　
　
　
　
４
１
，
２
０
０
円

株
式
会
社　
い
ろ
は　
様

　
　
　
　
　
４
０
，
０
０
０
円

こ
の
寄
附
金
は
、
今
後
、
地
域

福
祉
の
た
め
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
２

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
維
持
管
理
費

の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

　

都
賀
町
在
住　

中な
か
む
ら村
和か
ず
お男　

様
よ
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ロ
ボ
ッ

ト
（
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
）
維
持
管

理
費
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
平
成

28
年
に
中
村
様
よ
り
寄
附
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
市

内
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
児

童
生
徒
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

学
校
施
設
課
☎

（21）
２
４
６
３

「敬老の日」に住宅用火災報知機を！
　毎年９月の第３月曜日は、老人を敬い長寿を祝う「敬老の日」
が制定されています。
　近年の住宅火災は死者に高齢者が多く、今後も高齢化の進展が
予想されます。高齢者を守るため、「敬老の日」に火災を早期に
知らせる「住宅用火災警報器」を設置してあげたり、点検をして
あげましょう。
　大好きな家族が火災の
被害に遭わないよう、今年
の「敬老の日」は防火対策
を考える日にしませんか。

問 市消防本部予防課　
　　　　　☎（22）００７２

栃木市商工経済団体連絡協議会発行

 「とち介商品券」事前申込販売
　地域経済活性化策の一環として、プレミアム付商品券「とち介
商品券」を発行します。
発行総額　２億２，０００万円
             （２０，０００冊：１冊当り１１，０００円分の商品券を１０，０００円で販売）
有効期限　10 月１日（火）～令和２年２月 29 日（土）
販売方法　専用申込ハガキによる「事前申込」のみとなります。
申込期間　８月 20 日（火）～９月８日（日）（応募者多数の場合は抽選）
申込方法　広報とちぎ９月号に折込みの専用申込ハガキでお申込みください。
問 合 先　栃木市商工経済団体連絡協議会（栃木商工会議所内）☎ (23) ３１３１
　　　　　　商工振興課　☎ (21) ２３７１

栃木市が発行する「所得の少ない方・子育て世帯向けのプレミアム付商品券」については、
広報とちぎ７月号をご覧ください。


